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１．教科の目標 

現代の社会現象や時事問題など、現代の諸課題について主体的に考察させることによって公正な判

断力を養い、良識ある公民として必要な自覚と資質を養う。 

 

２．評価の観点 

関心・意欲・態度 
現代の諸課題に対する関心と課題意識を高め、課題解決に向け意欲的に追究しよ

うとしている。 

思考・判断・表現 
現代の諸課題を、国際関係を踏まえ公正に判断して、その過程や結果を適切に表

現している。 

資料活用の技能 
現代の諸課題に関する諸資料を収集し、有用な情報を選択して、読み取ったり、

図表にまとめたりしている。 

知識・理解 
現代の諸課題についての基本的な事柄を、地理的条件や世界の歴史と関連付けな

がら理解し、その知識を身に付けている。 

 

３．評価方法・・・定期テスト（７０％）、確認テスト・授業態度・ファイル・課題・提出物等（３０％） 

① 定期テスト・・・学期毎にテストを実施する。テストは授業内容を主にして出題する。 

② 確認テスト・・・小単元ごとに、授業内容の確認テストを行う。 

③ 授業態度・・・授業への参加状況、授業態度、発問への主体的姿勢等により総合的に判断する。 

④ ファイル・・・板書事項を写しているかなど、プリントの確認やまとめ方で評価。 

⑤ 課題･提出物・・・授業の進度に応じ出した課題について提出させる。 

 

４．学習計画 

単位数 学年 クラス 

２単位 ３学年 
１組～７組 

(全クラス)選択 

学

期 
月 学 習 内 容 

１

学

期 

４ １．憲法・政治のしくみ・選挙制度 

５ 
２．世界地理・民族・宗教・地域紛争 等 

６ 

７ 
３．沖縄県知事選挙  

２

学

期 

9 

10 
４．国際社会についての一般常識  

５．日本に関する一般常識 

11 
６．現代の社会を考えよう① 

  時事問題（国内・国際社会よりテーマ設定） 12 

３

学

期 

1 
７．現代の社会を考えよう② 

  グループで時事問題からテーマを設定（情報収集・整理・まとめ・グループ発表） 2 


